
JP 2010-275972 A5 2012.7.5

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成24年7月5日(2012.7.5)
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   Ｆ０４Ｄ   1/14     (2006.01)
   Ｆ０４Ｄ  13/06     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｆ０４Ｄ   1/14    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月18日(2012.5.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　回転羽根を内蔵するポンプハウジングと、該ポンプハウジングの上方に位置し、前記回
転羽根を回転駆動するモータとを備えた排水ポンプであって、
  前記モータは、ステータや回路基板等を絶縁樹脂にて封止してなるモータ外殻と、該モ
ータ外殻の内側に配設されるロータと、前記回転羽根と連結される駆動軸と、前記モータ
外殻の上面及び下面に配設されるとともに前記駆動軸を支持する金属製の軸受部とを備え
るモールドモータであり、その上面側の前記軸受部を被う防水カバーを該モールドモータ
に被設したことを特徴とする排水ポンプ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記目的を達成するため、本発明は、回転羽根を内蔵するポンプハウジングと、該ポン
プハウジングの上方に位置し、前記回転羽根を回転駆動するモータとを備えた排水ポンプ
であって、前記モータは、ステータや回路基板等を絶縁樹脂にて封止してなるモータ外殻
と、該モータ外殻の内側に配設されるロータと、前記回転羽根と連結される駆動軸と、前
記モータ外殻の上面及び下面に配設されるとともに前記駆動軸を支持する金属製の軸受部
とを備えるモールドモータであり、その上面側の前記軸受部を被う防水カバーを該モール
ドモータに被設したことを特徴とする。
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